
- 1 -

別記様式

随意契約結果書

物品等の名称及び　道路関係式典運営業務

数量

契約担当官等の氏 分任支出負担行為担当官

名並びにその所属 東北地方整備局 福島河川国道事務所長

する部局の名称及　　　　　　　　　　　　　　　  福島　陽介

び所在地

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

福島県福島市黒岩字榎平３６番地

契 約 締 結 日 令和３年４月２日

契約の相手方の （株）パナックス・ジャパン

氏 名 及 び 住 所 宮城県仙台市青葉区二日町１４番５号

契 約 金 額　５，５９９，０００円

（消費税及び地方

消 費 税 含 む ）

予 定 価 格 非公表

（消費税及び地方

消 費 税 含 む ）

随意契約によるこ 別紙「随意契約理由書」のとおり

と と し た 理 由

備 考

注）１．公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載する

とともに、備考欄に単価契約である旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記

載する。

２．予定価格を公表しないこととした場合、予定価格の欄には「非公表」と記載する。



契約理由書

１．業 務 名：道路関係式典運営業務

２．契約の相手方：株式会社 パナックス・ジャパン

３．理 由：

本業務は、福島県伊達市岡沼地内にて開催する「相馬福島道路（霊

山 IC ～伊達桑折 IC）開通式」を円滑に実施するための開通式会場
の運営補助を行うものである。

当初、相馬福島道路（霊山 IC ～伊達桑折 IC）区間は、令和３年
３月末に竣工予定であり、令和３年３月末に開通式を開催する予定

であった。

そのため、開通式を実施するための運営補助業務を令和３年１月

に契約締結し、開通式実施にあたっての実施・進行要領の作成、会

場配置計画・式典運営計画、会場設営撤去計画等を作成していたと

ころであるが、令和３年２月１３日福島県沖を震源とする地震が発

生、伊達市内では震度６弱を観測した。

この地震の影響により竣工予定が令和３年４月になったことによ

り開通式も令和３年４月中下旬に延期された。

本業務を履行するにあたっては、開通式を円滑に実施するための

会場配置計画、式典運営計画、会場設営撤去計画等の実施計画を作

成し、必要な資機材を調達する必要がある。

通常、開通式開催の準備期間として３週間程度の期間を要するが、

開通式までの十分な準備期間を確保することができない。

上記業者は上述の前年度開通式運営補助業務の契約締結の相手方

であり、実施計画を作成し実施内容を十分に理解しているため、準

備期間を短縮することが可能であり、本業務を履行することができ

る唯一の業者である。

以上の理由により会計法第２９条の３第４項及び予決令第１０２

条の４第３号の規定に基づき、上記業者と契約を締結するものであ

る。
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